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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

3232
3838

と文化、東京都内に息づく貴重な自然を破壊する無謀極まる行為

であり、のみならず、東京都及び国のまちづくりにおける在るべき

民主主義をも破壊する暴挙です。

　東京・生活者ネットワークは、「神宮外苑都議会議連」はもとよ

り、外苑の緑の存続を求め活動する大勢の市民・市民活動団体や

専門家とともに、あくまでも再開発計画の見直しを求めて、「あき

らめない」取り組みを進めます。

　8 月7日阿部俊子文科大臣は、神宮外苑地区にある約4

万1200㎡の土地と、〝ラグビー東の聖地〟と称される秩父

宮ラグビー場の独立行政法人日本スポーツ振興センター

（JSC）による財産処分申請を認可しました。

　多くの市民や文化人、専門家の間でそ の問題性が大き

く問われる最中、大規模な国民共有の財産である秩父宮ラ

グビー場の処分を認可したことに対し、東京・生活者ネッ

トワーク都議会議員岩永やす代が役員を務める「神宮外苑

再開発をとめ、自然と歴史・文化を守る東京都議会議員連

盟」は強く抗議し、８月25日には認可の取り消しと、認可にかかわ

る資料等の公開を求め文科省大臣への要請行動を行いました。

●要望事項は以下２項
1.　秩父宮ラグビー場の財産処分等の認可を取り消すこと
2.　不動産鑑定の資料を含む、認可に至った意思決定の全てを公
開すること
　そもそもJSCが行ったという不動産鑑定については、その判断

経過や資料は明らかにされておらず、不当・不透明です。大臣が認

可を下した以上、JSCが独立行政法人都市再生機構（UR）に行わせ

た不動産鑑定の資料を含む、認可に至った意思決定過程の資料の

全てを、広く公開すべきです。

　先人たちが築き、100年の歳月を経た歴史と文化を誇る神宮外

苑の都市計画区域を削り、三井不動産や伊藤忠商事に超高層ビル

を建てられるよう特別の配慮を行う神宮外苑再開発計画は、歴史

地域ネット

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
10月10日（金）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者ネッ
ト事務所（京成高砂駅／葛飾区高砂 8-21-1）　暮
らしのお困りごと、福祉や介護、医療のちょっと聞き
たいこと。議会のことも　03-5876-4757

大田ネット
おしゃべりカフェ「高齢女性の貧困から考える」
10月14日（火）14：00 ～ 16：00　池上文化センター
和室（東急池上線池上駅／東急バス上池上循環・
池上文化センター）　100円　03-6424-7561

東大和ネット
東大和・生活者ネット30周年記念「新しい自分に出
会い、明日がもっと豊かになる表現ワークショップ」
10月19日（日）13：30 ～ 16：00　奈良橋市民セン
ター集会室（西武拝島線東大和市駅よりバス奈良
橋下車）　講師：鈴木佳由さん（俳優・演劇集団「円」
所属）　1000円　042-567-1681

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第3 日曜日）
10月19日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者ネッ
ト事務所（西武池袋線清瀬駅）　家計相談員が対
応　無料　秘密厳守　介護のご相談もどうぞ　
042-494-8720

練馬ネット
「戦争はしない・原発はいらない」９条スタンディン

グ（毎月9日）
11月9日（日）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口（西武
池袋線、都営大江戸線）　03-3993-4899

都政情報
■都議会第３回定例会：９月24日～ 10月９日。
決算特別委員会：10中旬～ 11下旬。各常任委員会

「事務事業説明・質疑」：10中旬～ 11下旬。

い
た
訪
問
介
護
さ
え
も
受
け
ら
れ
な

い
事
態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。在
宅
介

護
を
支
え
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
は
、
介
護
と
子
育
て
の
ダ
ブ
ル
ケ

ア
、老
々
介
護
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、介

護
離
職
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
家
族

や
本
人
に
影
響
し
ま
す
。

　

介
護
現
場
で
は
介
護
を
担
う
人
の

不
足
に
よ
り
、
介
護
事
業
所
が
閉
鎖

に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
定
員
ど
お
り
に
利
用
者
を

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
さ
ら
に
は
介
護

を
受
け
た
く
て
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
ヘ
ル
パ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
事
態
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
の
仕
事
が
好
き
で
働
い
て

き
た
若
者
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

て
も
給
与
が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に

結
婚
を
機
に
、
他
の
業
種
に
転
職
す
る

と
い
う
事
例
も
多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　

可
能
な
限
り
自
宅
に
住
み
続
け
た

い
と
思
う
人
が
多
く
い
る
中
で
、
在
宅

ケ
ア
の
要
で
あ
る
訪
問
介
護
を
持
続

可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
国

に
対
し
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

を
、
自
治
体
に
対
し
て
は
訪
問
介
護
事

業
所
へ
の
直
接
支
援
を
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。優
先
す
べ
き
は
、
私
た
ち

の
生
活
・
暮
ら
し
の
安
心
で
あ
り
、
命

を
守
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
ケ
ア

を
す
る
人
た
ち
の
経
済
的
、
社
会
的
地

位
の
向
上
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

※
A
L
S
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）は
筋
肉
を
動

か
す
神
経
の
障
害
に
よ
り
筋
力
が
な
く
な
る
病
気

葛
飾
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

沼
田
た
か
子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
食
事
・

排
泄
な
ど
、
日
常
生
活
の
多
く
の
場
面

で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。ケ
ア
が
大

変
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
ま
ず
受
け

入
れ
が
な
く
、
わ
ず
か
な
時
間
の
在
宅

レ
ス
パ
イ
ト
で
対
応
し
て
い
ま
す
。身

体
、
知
的
、
精
神
の
障
害
に
よ
り
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
支
援
に

は
24
時
間
対
応
で
き
る
重
度
訪
問
介

護
が
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体
へ
利
用
申

請
を
し
て
も
希
望
す
る
時
間
が
承
認

さ
れ
な
い
、
承
認
さ
れ
て
も
介
護
を
引

き
受
け
る
ヘ
ル
パ
ー
が
見
つ
か
り
に

く
い
と
い
っ
た
実
態
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
介
護
を
支
え
る
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
守
ろ
う

　

医
療
的
ケ
ア
や
重
度
訪
問
介
護

を
必
要
と
す

る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、
し

か
し
な
が
ら
、

2
0
2
4
年
の

国
の
訪
問
介
護

報
酬
の
引
き
下

げ
に
よ
り
、
支

援
の
充
実
ど
こ

ろ
か
、
そ
れ
ま

で
利
用
で
き
て

め
の
課
題
と
し
て
感
じ
て
い
た
こ
と

は
、
医
療
的
ケ
ア
や
介
護
が
大
変
な
人

ほ
ど
公
的
支
援
に
頼
る
こ
と
が
で
き

ず
、
家
族
や
本
人
が
そ
の
困
難
を
抱
え

こ
む
し
か
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

実
際
に
訪
問
し
て
い
た
中
で

A
L
S
（
※
）

と
い
う
病

気
に
よ
っ
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
人
が
ケ

ア
を
安
心
し
て
社
会
に

任
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
家
族
へ
の
負
担
を

考
え
、
生
き
る
こ
と
を

あ
き
ら
め
た
例
を
知
っ

て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
人
工
呼
吸
器

を
使
い
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
る
人
は
昼
夜
問

わ
ず
定
期
的
な
吸
引
、

医
療
的
ケ
ア
／
重
度
訪
問
介

護
が
足
り
な
い

　

私
は
訪
問
看
護
師
の
経
験
が
あ
り

ま
す
が
、
看
護
に
あ
た
っ
て
い
た
と
き

か
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た

命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
を

　

２
０
２
４
年
、国
の
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
追
い
打
ち
を
か
け
、社
会
的
介
護
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。命
と
暮
ら
し
を
守
り
支
え
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
を
実
現
に
む
け
る
た
め
に
、医

療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
や
重
度
訪
問
介
護
が
欠
か
せ
な
い
人
へ
の
支
援
の
現
場
か
ら
報
告
し
ま
す
。

東京・生活者ネットワーク都議会議員岩永やす代

文
科
大
臣
に
よ
る
、J
S
C
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
の

財
産
処
分
認
可
は
不
当
！

都
議
会
議
連
が
見
直
し・
資
料
の
公
開
を
要
請

在
宅
難
病
患
者
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
沼
田
た
か
子

N
P
O
法
人「
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
・
え
ん
」の
小
島
美
里
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
た
学
習
会「
介
護
保
険
の
危
機
」

東京・生活者ネットHP
関連記事

岩永やす代
都政情報

岩永やす代都政フォーラム
都市計画から見る

「神宮外苑」再開発問題
2023/11/7

文部科学省前で、「神宮
外苑再開発をとめ、自然
と歴史・文化を守る東京
都議会議員連盟」らが、
抗議アピール、国会議員
も多数参加。文科省担当
者に要請を行なった。
8月25日
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編集後記／石破茂首相の辞任表明から、幾日がすぎたのだろうか。参院選の自民大幅議席減の、根本原因をつくっ
た裏金工作事件＝自民党の金権体質、まさに政治腐敗の元凶をつくったものたちが声を和して「石破おろし」という
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政治家たちには、浄くうつくしい、理知の政治をみせてもらいたいのだ。（加藤）

都議会第３回定例会にむけて
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

ねりま沖縄映画祭2025　わたしの沖縄　あなたの沖縄
10 月11 日、12 日、13 日、25 日、26 日、31 日、11 月2 日、6 日、23 日、24 日　ココネリ
研修室1ほか（練馬駅）　上映作品：「勝ちゃん―沖縄の戦後」ほか9作品　案内：https://x.gd/
gPC0G　（1 作品ごと）前売券 1000円/ 当日券 1200円/18 歳以下・ハンディのある方 800円
予約：メール・FAX・Facebook・電話で　メール： nerimaeigasai@yahoo.co.jp  FAX：050-
6877-5315　電話・ショートメール：090-8311-6678（柏木）　ねりま沖縄映画祭実行委員会
／練馬文化の会

子どもを被ばくから守ろう！家族も、自分も！　第22回新宿デモ
11月8日（土）13：00 ～アピール　14：00 ～デモ　新宿駅東口駅前広場　脱被ばく実現ネッ
ト　090-8494-3856（岡田）

　

各
団
体
か
ら
会
派
へ
の

2
0
2
6
年
度
予
算
要
望
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
８
月
末
か
ら
９

月
初
旬
に
か
け
て
続
き
ま
し

た
。要
望
書
を
も
と
に
80
近

い
団
体
各
位
か
ら
お
話
を
伺

い
、
現
場
の
課
題
や
暮
ら
し

の
状
況
な
ど
を
聞
く
中
で
、

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
の
課

題
が
圧
倒
的
に
多
く
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。早
速
、課
題
解
決

に
む
け
る
た
め
に
、
府
中
市

に
あ
る
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
と
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
か
ら
改
選
後
初
め
て
の
定

例
会
、都
議
会
第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。会
派
内
で
部
会
を
つ
く
り
、
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
議
案
や
報
告
事

項
の
共
有
・
賛
否
の
判
断
や
代
表
質
問
案

の
作
成
な
ど
、協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

都
市
の
農
地
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
に

　
「
わ
く
わ
く
都
民
農
園
小
金
井
」は
、武

蔵
小
金
井
駅
か
ら
徒
歩
5
分
と
い
う
好

立
地
に
あ
っ
て
な
お
、緑
に
囲
ま
れ
た
落

ち
着
い
た
環
境
の
中
で
多
世
代
が
農
を

通
じ
て
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園

で
す
。東
京
都
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、小
金
井
市
、小
金

井
市
観
光
ま
ち
お
こ
し
協

会
、
生
産
緑
地
所
有
者
が
連

携
し
て
2
0
2
3
年
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

農
園
は
「
シ
ニ
ア
農
園
」

「
こ
ど
も
農
園
」「
福
祉
農
園
」

な
ど
目
的
別
に
区
画
が
分
か

れ
て
お
り
、
農
業
未
経
験
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
し
く

み
が
整
っ
て
い
ま
す
。講
習
や
道

具
の
貸
出
も
あ
り
、
気
軽
に
農
に

親
し
み
、
学
び
・
楽
し
む
場
と
し

て
、
多
世
代
交
流
を
中
心
に
し
た

活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
の
建
物
に
は
カ
フ
ェ

や
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
採
れ

た
て
の
野
菜
や
加
工
品
も
販
売

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
開
か
れ
た

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。月
に
一

度
、
収
穫
さ
れ

た
地
場
野
菜
を

使
っ
た
食
の
活

動
と
し
て
「
子

ど
も
食
堂
」
が

開
か
れ
た
り
、

近
隣
の
保
育
園

が
お
散
歩
の
際

に
立
ち
寄
っ
て

種
ま
き
や
水
や

り
、
収
穫
体
験

を
行
う
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の

遊
び
や
体
験
の

場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
を
借
り
て
新
規
就
農
者
が
営
農

で
き
る
し
く
み
は
で
き
ま
し
た
が
、相
続

が
発
生
し
た
ら
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、長
期
的
な
運
営
計
画
を
立
て

づ
ら
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。食
料
自
給
率

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
気
候
危
機
対
策
、

食
育
、
防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
な

ど
、多
面
的
機
能
を
持
つ
貴
重
な
都
市
の

農
地
を
守
る
た
め
に
、都
が
自
治
体
へ
の

補
助
を
行
い
農
地
を
公
有
化
す
る
制
度

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。都
市
農
業
振
興
と

農
地
の
保
全
に
む
け
、自
治
体
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

あ
べ 

み
さ

　
「
生
命
の
設
計
図
」と
も
い
わ
れ
る

遺
伝
子
を
人
為
的
に
改
変
し
て
作
り

出
し
た
食
べ
物
（
食
用
の
動
植
物
）

「
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
」に
つ
い
て
、
生

活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
は
、
そ
の

表
示
の
義
務
化
・
制
度
化
を
求
め
、全

国
で
意
見
書
提
出
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
運
動
を
広
げ
る
た

め
、
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
学

習
会
が
８
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
か
れ
、東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
各
地
域
で
の
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
議
会
対
策
な
ど
に
つ
い
て

報
告
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。学
習

会
に
は
、
全
国
で
約
1
0
0
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
性
が
確
立
さ
れ
な
い
ま
ま

流
通
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

　

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
、安
全
性
が
十

分
に
調
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、

長
い
間
食
べ
続
け
た
場
合
の
健
康
へ

の
影
響
も
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、業
者
に
は
ゲ
ノ
ム
編

集
食
品
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
義

務
が
あ
り
ま
せ
ん
。消
費
者
は
、
買
う
、

買
わ
な
い
、
食
べ
る
、
食
べ
な
い
を
選

択
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
が
現
状

で
、
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
は
表

示
の
義
務
化
が
最
低
限
必
要
で
す
。

　

今
回
の
運
動
は
、
全
国
の
地
方
議

会
か
ら
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
表
示
義
務
化
を
国
に
求

め
る
の
が
狙
い
で
す
。現
在
は
表
示

制
度
の
あ
る
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

も
、
当
初
は
表
示
が
な
か
っ
た
も
の

で
す
が
、
多
く
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
結
果
、
国
が
方
針
を
転
換
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。ち
な
み
に
意
見

書
は
、
地
方
議
会
が
政
府
や
国
会
に

提
出
す
る
要
望
等
の
文
書
で
、地
域
・

地
方
の
声
を
国
に
届
け
る
た
め
法
律

上
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

消
費
者
の
知
る
権
利
の
確
立

を
！

　

そ
の
意
見
書
提
出
を
実
現
す
る
に

は
、私
た
ち
市
民
が
、意
見
書
を
出
す

よ
う
求
め
る
陳
情
や
請
願
を
議
会
に

提
出
し
、
そ
れ
が
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
学
習
会
で
は
、
2
0
2
1

年
６
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
割
合
を
高
め
る
2
0
3
0

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
に

関
す
る
陳
情
」
を
立
川
市
議
会
に
提

出
・
採
択
さ
れ
た
私
自
身
の
経
験
や
、

陳
情
を
扱
う
議
員
と
し
て
の
経
験
か

ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
議
員

の
賛
同
を
得
ら
れ
る
か
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
中
心
に
お
話
し
ま
し
た
。各

地
で
運
動
に
取
り
組
ま
れ
る
皆
さ
ん

の
参
考
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

食
は
生
命
の
源
。消
費
者
の
知
る

権
利
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、今
回
の

消
費
者
団
体
発
・
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
・

作
物
の
表
示
義
務
化
運
動
に
、と
も
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
・
作
物
の
表
示
義
務
化

を
求
め
、意
見
書
提
出
運
動
に
取
り
組
も
う

「ゲノム編集食品」について、生活者ネットのこれまでの取り組みを報告。参加者からオンライン上で、質問
や意見交換が活発に行われた。8月7日

　日野・生活者ネットワークは、来年 2 月15
日投票の日野市議会議員選挙にむけて、現職

（2 期目）・白井菜穂子の擁立を決定しました。

　町田・生活者ネットワークは、来年 2 月15日
投票の町田市議会議員選挙にむけて、現職（1
期目）・笹倉みどりの擁立を決定しました。

2026 年 2 月 日野市議選にむけて

2026 年 2 月 町田市議選にむけて

■ 1971 年埼玉県生まれ、日野市で育つ■日本女子大付属
中・高卒■ 94 年日本女子大学卒■舞台芸術、文化事業、スポーツイベントな
どの仕事に携わる■ 2012 年大津市男女共同参画審議会公募委員■ 13 年生活
クラブ生協まち日野三沢コミュニティを立ち上げる■同世代の母
親たちと原発や憲法などの学習会、映画会を開催■ 14 年東京都
児童福祉審議会公募委員■ 18 年日野市議会議員初当選■ 22 年 2
期目当選。環境まちづくり委員会など

■ 1973 年町田市生まれ■町田第三中卒■都立町田高校
卒■ 94 年大妻女子大学短期大学部日本文学科卒■ 2006 年〜冒険遊び場ス
タッフとして活動■ 11 〜 14 年冒険遊び場運営団体理事■ 17 〜 18 年障が
い福祉専門ヘルパーステーションに勤務、知的障がい者の移動
支援に携わる■ 18 〜 21 年子育て・教育関連書籍出版社に勤務 
■ 22 年町田市議会議員初当選。文教社会委員会、健康福祉委員
会（副委員長）など

白井なおこ しらい・なおこ

笹倉みどり ささくら・みどり

日野 市 議 選 
2026 年 2 月 8 日
告示・15日投票

「わくわく都民農園小金井」を市民とともに見
学。9月13日

市民団体からの予算要望ヒアリングで、様々な団体からお話を伺う。写真は東京高次脳
機能障害協議会の皆さんと。9月4日

町 田 市 議 選 
2026 年 2 月 8 日 
告示・15日投票


